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ツ」みたいなものです。「英語で書く技術」の究極は、「日本語で書くように英語

で書く技術」。日本語で書くときに当たり前のように実践している「コツ」を思

い出し、理解し、そして英語でも実践できるようにすればいいのです。

　

　必ず手は届きます。

新版にあたり

　本書「こなれた英文を書く技術」の初版が発行されてから、10年が経ちました。

「日本語英語」や「間違ってはいないけれども今一歩の英語」を「よりナチュラ

ルで分かりやすい、こなれた英文」へとステップアップさせるための方法論に焦

点を当てたこの本は、多数の読者に受け入れていただき、10回以上も増刷を重ね、

そしてこのたび新版のご提案をいただきました。1999年に一冊目の本を世に送

り出して以来二十冊近く書いてきましたが、このようなことは初めてであり、感

謝の気持ちでいっぱいです。

　新版には以下を施し、旧版からの更なる前進を試みました。

　　1．8つのテクニックを新たに執筆し、追加。（計 83のテクニックに）

　　2．2つのチャプターを全面改訂。

　　3．全編を通し、解説部分を洗練。英文も全て再精査。

　この 10年間、塾長を務めるひなみ塾の英語クラスの講義を中心にコツコツと

積み重ね、力を蓄えてきました。その成果を凝縮し、改訂に反映させるべく最善

を尽くしました。この本を手に取ってくださって、ありがとうございます。
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総合解説

Chapter 1
一語で文を「締める」ワザ　たった一語でどう変わる？  ……………………… 15

That was the worst traffic accident in Japan.
それは日本における最悪の交通事故だった。

That was the worst traffic accident yet in Japan.
それは日本におけるそれまでで最悪の交通事故だった。

　｢それは日本における最悪の交通事故だった」に yetを一語加えてみましょう。

「最悪」から「それまでで（史上）最悪」へ、わずか一語の違いですが、これだ

けで「最悪」の意味内容がぐっとはっきりします。たった一語で文に命を吹き込

めるのですから、実にカンタン、おトク。「ワンランク上のこなれた英文」を目

指すウォーミングアップに最適です。

　一語を加えるだけで、言いたいことや文全体の雰囲気をより鮮明に。この章で

は、そのためのワザを紹介します。

Chapter 2
ニュアンスをはっきりさせるワザ　無用な誤解はどう避ける？  ………… 45

Dan came home alive from Vietnam.
Danはベトナムから生きて帰って来た。

To my surprise, Dan came home alive from Viet-
nam.
驚いたことに、Danはベトナムから生きて帰って来た。

　｢Danはベトナムから生きて帰って来た」だけでは、単なる事実の記述。こち

らがそれに対してどう感じているかを、読み手は知りたがっているはずです。そ

こで to my surpriseを挿入。これだけで、Danの生還に対してこちらが驚いて

いることが明らかになります。
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